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特許紹介

＜発明の要旨＞
一次衝突による車体の変形方向の如何に拘ら

ず，ステアリングコラム上部を車体の前方または

後方に円滑に回転させて，ドライバを衝撃から保

護できるステアリング装置を提供する．

ステアリングシャフト２を支持するステアリン

グコラム３は，その上部側が支持部材11により，

車体の左右方向に沿う支軸13ｂを中心に回転可能

に支持されている．一方ステアリングコラム３の

下部側は，ガイド部材51の円弧状のガイド孔51a

により，支軸13ｂを中心とする回転方向に案内さ

れている．ステアリングコラム３の回転は，ステ

アリングコラム３とガイド部材51との間の摩擦力

により，ステアリングコラム３に回転方向の一定

以上の荷重が作用するまでは阻止されるととも

に，一定以上の荷重が作用することで許容される

構成となっている．
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＜発明の要旨＞
操舵時の車速および舵角速度を検出することに

より，操舵フィーリングが良好で，ハンドルが速

やかに中立位置に戻る電動パワーステアリング装

置．

操舵トルクに基づき操舵力補助用モータの電流

の目標値を決定し，モータ電流が目標値になるよ

うに，モータをＰＷＭ制御により回転駆動し，操

舵力補助を行う．

操舵力補助用モータの制御において，ハンドル

を舵角中点へ戻す制御が可能なハンドル戻し制御

領域と，ハンドル戻し制御が不能なハンドル収斂

性制御領域との間に，ヒシテリシス領域を設ける

ことにより，ハンドル戻し制御とハンドル収斂性

制御との切り換わり時に生じるハンドルのハンチ

ングを防止する．
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